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本書は、「はじめてみよう！Mercury-ONE（調査士編）」の補足を、プログラム名ごとに以下の8個の章に分けて 
解説した資料です。 

※ 解説がオプションプログラムの内容である場合があります。ご了承ください。 
※ 「はじめてみよう！Mercury-ONE（調査士編）」や本書のサンプルデータは、［ヘルプ］メニュー－［マニュア
ル］からダウンロードすることができます。 

 

● バックアップについて 
お客様が作られたデータはお客様にとって大切な財産です。万が一の不慮の事故による被害を最小限にとどめるために、 
お客様ご自身の管理・責任において、データは必ず定期的に別の媒体（HDD、CD、DVDなど）に保存してください。 
また、いかなる事由におきましても、データの破損により生じたお客様の損害は、弊社では補償いたしかねますので 
ご了承ください。 
● 本書の画面は開発中のプログラムを使用しているため、実際に表示される画面とは内容が異なる場合があります。 
● 本書で使用している団体名、個人名は、すべて架空のものです。実在する名称とは一切関係ありません。 
● 本書の内容に関しては、将来予告なく変更される場合がありますのでご了承ください。 
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■現場フォルダー名について 
現場名を変更しても、現場フォルダー名は変更されません。 
 
 
 
現場名に合わせて、現場フォルダー名を変更する場合は、変更する現場を選択して、 
［ホーム］タブ－［現場］グループ－［編集］－［現場フォルダー名を変更］を行ってください。 

現在選択されている現場の情報を表示して、工事番号や現場名、座標系などの情報を確認、変更することができます。 
ここでは、現場名の変更を例として解説します。 

現場管理の補足を確認しましょう。 

現場管理 

現場の情報を確認、変更する 1-1 

1 

 現場名を変更する現場をクリックします。 
［ホーム］タブ－ ［現場の情報］の 
チェックをオンにします。 
［現場の情報］ダイアログの 
［現場名］を変更します。 

■現場名の変更 

Memo 
 

2 

1 

3 

4 

現場名が変更されます 
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現場を検索する 1-2 

 検索する工区（ここではすべての工区） 
を選択します。 
 
［ホーム］タブ－［検索］グループの 

 ボックスに検索キーワードを入力して、 
enter キーを押します。 
 
 
 
 
 
 
検索を終了する場合には ［×］を 
クリックします。 

入力した検索キーワードで現場情報のすべての項目を検索し、一致する現場を一覧に表示します。 
■現場を検索する 

［ホーム］タブ－［検索］グループ－ 
［現場の抽出表示］をクリックします。 

 
 
 

 抽出条件を入力する項目のチェックを 
オンにして、抽出条件を入力します。 
［OK］をクリックします。 

現場一覧の項目で条件を入力し、現場を抽出表示します。抽出表示は、全工区の現場が対象となります。 

1 

■現場を抽出表示する 

1 

2 

3 

検索された現場 
 

3 

2 
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現場を複写する 1-3 

 複写する現場を選択して、ctrl キーを 
押しながら、複写先までドラッグ＆ドロップ 
します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 複写先フォルダーを確認して、 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 

現在選択されている現場データを複写します。 
［ホーム］タブ－［現場］グループ－［複写］で複写することもできますが、ここではドラッグして複写する操作を解説します。 

2 

3 

■現場の移動について 
現場を選択して、ドラッグ＆ドロップすると、現場を移動することができます。 

1 

ドロップした工区に、現場が 
移動されます。 
 

Memo 
 

1 

ctrl キーを押しながら、複写先まで 
ドラッグ＆ドロップします。 
 

ドロップした工区に、現場が 
複写されます。 
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■ごみ箱について 

［ごみ箱］工区の現場データは、［工区］グループ－ ［ゴミ箱］－ ［現場を元に戻す］で元の工区に戻すことができます。 
また、現場データを  右クリック［ごみ箱内の現場を元に戻す］でも同様に、元の工区に戻すことができます。 
 

現場を削除する 1-4 

 削除する現場を選択します。 
 
［ホーム］タブ－［現場］グループ－ 
 ［削除］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
メッセージを確認して ［はい］をクリック 
します。 

現在選択されている現場を「ごみ箱」工区へ移動します。 

2 
 

1 

delete キーで削除することも 
できます。 
 

3 

削除した現場が「ごみ箱」 
工区へ移動します。 
 

■注意 
「ごみ箱」工区内の現場に対して、［現場］ 
グループ－［削除］を実行すると、現場が 
完全に削除されます。 
元に戻すことはできないので、注意してください。 

1 

2 

3 

Memo 
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工区を削除する 1-5 

 削除する工区を選択します。 
 
［ホーム］タブ－［工区］グループ－ 
 ［削除］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
メッセージを確認して ［OK］をクリック 
します。 

工区を削除します。親工区を削除する場合は、所属するサブ工区も削除されます。 
ただし、現場が登録されている工区を削除することはできません。 
工区内の現場を移動するか削除してから、工区を削除してください。また複数の工区を一度に削除することはできません。 
「未分類」「ごみ箱」工区は、現場のあるなしにかかわらず、削除することはできません。 

2 
 

1 

3 

工区が削除されます。 
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■共同作業の運用方法について 

サーバー現場を［現場共有］で起動した場合の詳細は、 
［ヘルプ］メニュー－［マニュアル］コマンドで表示される 
マニュアルサイトから確認・ダウンロードが可能です。 
※利用するには、インターネット接続環境が必要です。 
 

サーバー現場について 1-6 
［サーバークライアント（共同編集あり）］でインストールした場合は、現場データを複数のユーザーで同時に共同作業 
できます。 
［サーバークライアント（共同編集あり）］でインストールを行うと、現場管理では「ローカル現場」と「サーバー現場」の両方を 
使用することができます。 
「ローカル現場」「サーバー現場」「両現場」で表示する現場を切り替えることができます。 

 

■注意 
サーバーに使用できる OSは、動作保証されている OS のみです。 
LAN接続型 HDD（NAS）にプログラムをインストールすると、正しく動作しません。 

■サーバー現場の起動モード 
サーバー現場の起動モードは 2種類（現場占有、現場共有）あります 
現場を指定して［ホーム］タブ－［現場］グループ－［編集］－［現場占有］［現場共有］をクリックして切り替えます。 

［現場占有］ 
現場を占有します。共同作業はできません。 
同時に複数の現場データを起動できます。 
 

［現場共有］ 

座標、地番、作業データ、CADなどの共同編集が 
可能です。現場一覧のイメージ部分に   のアイコンが 
表示されます。 
同時に起動できる現場データは 1 つです。 

 

ローカル現場 
 

サーバー現場 
 

［両現場］が選択されて  
いるときは、サーバー現場と  
ローカル現場が表示されます。 
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現場プロットの［地理院タイル背景表示］で、地理院タイルを表示すると、現場イメージを確認しながら作業できます。 
※ 地理院タイルの表示には、インターネット接続環境が必要になります。 

ONE プログラムの補足を確認しましょう。 

ONE プログラム 

現場プロットに地理院タイルを表示する 2-1 

2 

地理院タイルを表示するため、座標系を設
定しましょう。 
 
メインメニューより 
［現場の情報］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
［座標系］をクリックします。 

 
 
 
 
 

 座標系（ここでは 6系）を選択して、 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［座標系］が設定されたことを確認して、 
［OK］をクリックします。 

 

■座標系の設定 

1 

■［現場の情報］について 
［共通］タブ－［設定］グループ－［現場 
の情報］で設定することもできます。 

2 

3 

4 

5 

6 
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■地理院タイルの設定について 
地理院タイルの表示設定を変更することで、地図の種類を変更したり、複数の地図を重ねて経年変化を確認することができます。 

設定した座標系と、座標にあわせて、 
地理院タイルを表示しましょう。 
 
現場プロットの 
［地理院タイル背景表示］をクリックして 

オンにします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
地理院タイルを非表示に戻す場合には、再度 
［地理院タイル背景表示］をクリックして 

オフにします。 
 
 
 
 
 
 

■地理院タイルの表示 

1 

設定した［座標系］と、座標に合わせて
地理院タイルが表示されます。 
 

現場プロットの ［メニュー］－ 
［地理院タイル設定］をクリックします。 

 
 
 

 各項目を設定して、 ［OK］をクリック 
します。 
 
ここでは、 
［地図 1］：空中写真（最新） 
［地図種類 2］：淡色地図 
と設定した場合の例です。 

■地理院タイルの設定 1 

Memo 
 

2 

3 

4 
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現場プロットからストリートビューを表示する 2-2 

ストリートビューを表示するには、座標系を
設定する必要があります。 
 
 
 
現場プロットの 

 ［ストリートビュー］をクリックします。 
 

 道路上の位置、  方向の順に 
クリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ストリートビューの表示を中止する場合は、 
現場プロットで右クリックして、 
ポップアップメニューから ［中止］を 
クリックします。 

1 

現場プロットの［ストリートビュー］で、ストリートビューを表示します。 
※ ストリートビューの表示には、Google Earth のインストールが必要になります。 
Google Earthは、Google から無料で提供されている世界中の衛星写真を閲覧できるソフトです。 

座標系の設定：P.9参照 
2 3 

Google Earth が起動して、指定された 
場所のストリートビューが表示されます。 
 

4 
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セルの項目を変更します。ここでは［座標管理］の例で解説します。 

座標管理の補足を確認しましょう。 

座標管理 

セルの項目を変更する 3-1 

3 
メインメニューより 
［座標管理］をクリックします。 

 
 
 
［セル］タブをクリックして、 
［項目設定］をクリックします。 

 
 
 

 追加する項目（ここでは「備考：2」）の 
チェックをオンにします。 
 
 
 
［OK］をクリックします。 

 
 

1 

2 3 

4 

5 

［上へ］［下へ］で項目を移動 
することができます。 
 

［備考：2］のセルが追加 
されます。 
 

■変更内容について 
変更した内容は、テンプレートへ登録しないと 
保持されません。 
テンプレートの登録については、次ページの 
Memo「テンプレートを登録する」を参照して 
ください。 

■［項目設定］について 
セルの項目名で、右クリックして表示されるポップアップメニューで、表示する項目を 
変更することもできます。 

Memo 
 



3 座標管理 

13 

テンプレートを読み込んで、セルの項目を変更する 3-2 
テンプレートを読み込んで、セルの項目を変更します。ここでは［座標管理］の例で説明します。 

［座標管理］で 
［セル］タブ－ ［項目設定］－ 
［テンプレート管理］をクリックします。 

 
 

 テンプレートを指定して、 
［読込み］をクリックします。 

 

2 

1 

3 

4 

指定したテンプレートの 
セルが読込まれます。 
 

■テンプレートを登録する 
［テンプレート管理］ダイアログの［登録］ボタンで、現テンプレートに名称を付けて登録できます。 

1 

2 

3 

初期状態のテンプレートに戻す場合には、 
同様の操作で  「01：標準」を指定して 
［読込み］をクリックしてください。 

 

5 

6 

Memo 
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■自動調整後のセル幅変更について 
オートワイド機能を有効にしたセルウィンドウの項目幅は、ドラッグして変更することができなくなります。 
ウィンドウの幅を変更することにより、項目幅も自動調整されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■変更内容について 
変更した内容は、テンプレートへ登録しないと保持されません。 
テンプレートの登録については、前ページのMemo「テンプレートを登録する」を参照してください。 
 

セルの幅をウィンドウ幅に合わせて自動調整する 3-3 
セルの幅をウィンドウ幅に合わせて自動調整します。ここでは［座標管理］の例で説明します。 

［セル］タブ－ ［オートワイド］を 
クリックしてオンにします。 

 

1 

セルウィンドウのセル項目がすべて見えるように 
セル項目の幅をウィンドウ幅に合わせて自動調整します。 
 

自動調整を解除する場合には、再度 
［セル］タブ－ ［オートワイド］をクリック
してオフにします。 
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セルの内容を一括訂正する 3-4 
セルの内容を一括訂正します。ここでは［座標管理］の例で説明します。 

［座標管理］で 
 内容を一括して訂正するセルを選択 

します。 
 
 
 
右クリックして、ポップアップメニューの 
［一括訂正］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 表示されるダイアログで内容を変更して 
［OK］をクリックします。 

 

1 

2 

4 

3 

■異なる項目のセルを複数選択した場合の一括訂正について 

［点名］［マーク］［杭種］など、種類の異なる複数の項目を選択した場合は、［範囲訂正］ダイアログが表示されます。 
一括訂正する項目を選択して［変更］をクリックします。 
変更後は、連続して他の項目を一括訂正することができます。 
以下は、［点名］［マーク］［杭種］セルを選択して、［一括訂正］した例です。［点名］の一括訂正後、再度［範囲訂正］ 
ダイアログが表示されています。 

1 

2 

3 

Memo 
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座標を抜き出して、一括訂正する 3-5 
座標を抜き出して一括訂正します。ここでは「G-1」「G-5」「G-8」の Z座標値を一括補正します。 

［座標管理］で 
［座標専用（座標管理）］タブ－ 
［抜出し点一括訂正］をクリックします。 

 
 
 
［抜出点番］または［抜出点名］に 

変更する座標の点番、または点名を入力 
します。 
 
訂正するセルを選択します。 
ここでは Z座標値を補正するので、 
［Z座標］を選択して、 
［Z補正］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
［Z座標補正値］に Z座標の補正値を

入力します。 
ここでは、Z座標値に「10m」を足すので、 
「10」と入力して、 
［OK］をクリックします。 

 
 

 訂正された値を確認して、 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 

1 

2 3 

4 

5 

6 

7 

8 
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1 

［リンク表示］のチェックがオンの場合
には、座標ごとに［リンクファイル］が 
表示されます。 
 

2 

座標にリンクファイルを追加する 3-6 
座標に、写真や書類などのファイルをリンク付けします。 
ここでは、写真をドラッグ＆ドロップを利用して、座標にリンク付けする操作を解説します。 

［座標管理］で 
［表示］－ ［リンク表示］のチェック

がオンになっていることを確認します。 
チェックがオフの場合には、クリックして、オンにし
ます。 
 
 
 
 
 
 

 写真をリンク付けする座標をクリック 
します。 
 

 エクスプローラで、写真のあるフォルダーを 
開き、写真を表示します。 
 

 写真をリンク付けする場所 
（ここでは近景）にドラッグ＆ドロップします。 
 

3 

5 

4 

ここでは「\FcApp\Mercury-ONE 
\Sample\Txt\リンクファイル」 
フォルダーを開く例で解説しています。 
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■ファイル名称からリンク付けするには 

［座標編集］グループ－［リンク］－［ファイル名称からのリンク付け］で、ファイル名称から一括して座標にリンク付けすることが 
できます。 
 

1 

2 

写真が座標にリンク
付けされます。 
 

［リンク］セルをダブルクリックして、
写真をリンク付けすることもできます。 

 写真をリンク付けする座標を選択します。 
（ここでは、［点番］セルをクリックして、全て 
の座標を選択する例で解説しています。） 
 
［リンク］－［ファイル名称からのリンク 

付け］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 

 リンクファイルの命名規則を入力して、 
［OK］をクリックします。 

■ファイル名称からリンク付けする 

3 

4 

ここでは、近景・遠景・その他１の 
フッターに、それぞれ「_03」「_01」
「_02」を入力します。 
ファイル名称が「A1_03」の場合には、 
点名 A1 の座標の近景に、ファイルが 
リンク付けされます。 

Memo 
 

1 
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  リンクファイルのあるフォルダーを選択して、 
［OK］をクリックします。 

 
確認のメッセージが表示されますので 
［はい］をクリックします。 

ここでは「\FcApp\Mercury-ONE 
\Sample\Txt\リンクファイル」 
フォルダーを参照する例で解説して 
います。 
 

5 

6 

7 
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位置情報付き写真の読み込みについて 3-7 
［現場プロット］の［位置情報付き写真の読込み］コマンドを使用して、一括して位置情報付きの写真を読み込み、 
座標にリンク付けする操作を解説します。 

［現場プロット］で ［メニュー］－ 
［位置情報付き写真の読込み］を 

クリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
［フォルダー指定］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 

 位置情報付き写真のあるフォルダーを 
クリックして、 ［OK］をクリックします。 
 
 
 
［OK］をクリックします。 

 

CIMPHONY（C） 

3 

［CIMPHONY］ボタンは、 
［共通］タブ－［設定］グループ－ 
［CIMPHONY設定］－［アクセス設定］ 
を行っている場合に有効です。 
［CIMPHONY］はオプションサービスです。 

 

ここでは「\FcApp\Mercury-ONE 
\Sample\Txt\リンクファイル」 
フォルダーを参照する例で解説して 
います。 
 

4 

5 
6 

位置情報付き写真が 
読み込まれます。 
 

■位置情報付き写真を読み込む 

1 
2 
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 写真をリンク付けする座標をクリック 
します。 
 
［現場プロット］でリンク付けする写真の 

アイコンをクリックします。 
 

 赤枠で選択された写真を、リンク付け 
する場所（ここでは近景）に 
ドラッグ＆ドロップします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 同様の操作で、他の写真もリンク付け 
します。 

■読み込んだ位置情報付き写真を、座標にリンク付けする 
1 

2 

位置情報付き写真が 
座標にリンク付けされます。 
 

リンク付けされた写真は、 
一覧に表示されなくなります。 
 

3 
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［地番専用（地番管理）］－［特殊編集］－［結線登録］で、区画を結線して地番を登録できます。 
地番名に番号を付けると、地番名が連番で登録になります。 
 
ここでは、以下の２地番を登録する操作を例に、解説します。 
 
① 2地番全体の外周線を入力 
② 分割線を入力 
③ 各々の地番を登録 

地番管理の補足を確認しましょう。 

地番管理 

区画を結線して地番登録する 4-1 

メインメニューより 
［地番管理］をクリックします。 

 
［特殊編集］の［▼］ボタンをクリック 

して、 ［結線登録］をクリックします。 
 
 
 
 
 
［結線処理］－［入力］を選択します。 

 

 地番の外周になる測点を順にクリック後、 
最終点として、再度初点をクリックします。 
 
［ペン UP］をクリックして、結線を解除 

します。 
 

■区画を結線する 
1 

4 

1 

2 

3 

5 

6 

4 
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 地番の分割線の座標をクリックします。 
 
［ペン UP］をクリックして、結線を解除 

します。 
 
さらに継続して地番を分割する場合は、この
操作を繰り返します。 
 

8 
7 

8 

■一括して地番を登録する 

2 つの地番を一括登録します。 
 
［地番登録］を選択します。 

 
 地番 No、地番名を入力します。 

（地番 No には、登録済の地番数+1 の数
字が表示されます。） 
 
［一括登録］をクリックします。 

 
 登録開始地番 No、登録開始地番名を
確認します。 

 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
［終了］をクリックします。 

 
 ２つの地番が登録されます。 

1 

2 

4 

7 

■構成点の登録順について 
地番登録時の構成点は、自動で 
「左回り」に登録されます。 
 
・登録順 

A8－A9－A4－A6－A5－A8 

3 

5 

6 

地番名を入力して、登録時優先方向を選
択します。［試行］をクリックすると、 
登録順を事前に確認することができます。 

11 
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■結線した地番を個別に登録する 

［地番登録］時に、登録順を指定して個別登録することができます。 
 
 ［地番登録］を選択します。 

 
 地番を登録する地番 No と、地番名を 

入力します。 

 
 登録する領域をクリックします。 

 
 
 
 

 入力した地番名で登録されます。 
 

 次に登録する地番名を確認、または入力
します。 
 

 登録する領域をクリックします。 
 
 
 
 

 地番が登録されたことを確認します。 
 
 
 
 
 

［終了］をクリックします。 

3 

Memo 
 

4 6 

7 
 

3 

2 

1 

5 
 

8 
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■閉合していない地番を登録する 

［一括登録］時に、「開放地番も一括登録」のチェックをオンにして、登録することができます。 
 
 ［結線処理］－［入力］を 

選択します。 
 

 地番の外周になる測点を、順にクリック 
します。 
 
［ペン UP］をクリックして、結線を解除 

します。 
 
 
 

 地番の分割線の座標をクリックします。 
 
［ペン UP］をクリックして、結線を解除 

します。 
 
 
 
 

 地番の分割線の座標をクリックします。 
 
［ペン UP］をクリックして、結線を解除 

します。 
 
 
 
［地番登録］を選択します。 
 地番を登録する地番 No と地番名を 

入力します。 
 
［一括登録］をクリックします。 
［開放地番も一括登録］のチェックを 

オンにします。 
［OK］をクリックします。 

 
［終了］をクリックします。 

Memo 
 

3 

1 

2 

4 

5 

6 
 

7 

9 

8 
 

10 

11 

12 

13 
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電子野帳観測を行ったときにおこりやすい間違いを、手簿計算時に表示されるエラーメッセージで解説します。 

電子野帳取込の補足を確認しましょう。 

電子野帳取込 

手簿計算時のエラーメッセージについて 5-1 

5 
 

エラーメッセージ 補足 

データ No.△［視準点名］にデータが入って
いません。 

水平角、鉛直角、距離全てに数値が入っていない場合。 

対回数が単回に設定されています。データ
No.△［視準点名］に望遠鏡反のデータが
入力されています。 

器械点情報の対回数が単回に設定されているが、対回観測を行っている手簿データ 

（望遠鏡＝反方向の行があるデータ）がある場合。 

対回数が n対回に設定されています。 

m対回目のデータが入力されていません。 

対回数が足りない手簿データの場合。 

器械点情報の対回数が 2対回に設定されているが、１対回しか行っていない手簿データの 

場合など。 

器械点情報の対回数が 2対回で観測が 2対回目のみでもm＝1 で該当します。 

対回数が n対回に設定されています。 

m対回目の入力がされています。 

対回数が多い手簿データの場合。 

器械点情報の対回数が2対回に設定されているが、3対回行われている手簿データの場合 

など。 

方向データ未入力：n方向目のデータが入
力されていません。 

観測方向が器械点情報の方向数より少ない手簿データの場合。 

器械点情報の方向数が 3 に設定されていて、2方向しか観測していない手簿データの場合 

など。器械点情報の方向数が 3 で、観測：1、3方向のみでも n＝2 で該当します。 

方向データ過剰入力：n方向目の入力がさ
れています。 

観測方向が器械点情報の方向数より多い手簿データの場合。 

器械点情報の方向数が 2 に設定されていて、3方向観測している手簿データの場合など。 

データ No.△［視準点名］に対する望遠鏡
反対方向のデータが入力されていません。 

後視方向の望遠鏡状態が不正な場合。 

各対回ブロックの先頭行・最終行の望遠鏡が同じとき。（各対回で後視限定の 

メッセージ。） 

データ No.△は対回状態が不正です。 各対回ブロックの先頭行の方向が「1」でない場合。 

データ No.△は対回範囲が不正です。 
1対回単位で範囲に異常がある場合。 

通常 2方向の 1対回であれば観測データは 4行になるが、これが多い、少ない場合など。 

データ No.n とmの対回状態が対応していま
せん。 

対回観測において同じ点名で方向 No が違う場合。 

対回数・方向数から比較対象行を決め、対回 No・方向 No・望遠鏡の正当性をチェック 

しています。 

対回 No.n 方向 No.m 望遠鏡 X のデータ
が入力されていません。 

各対回ブロックで方向単位でデータの行がない場合。 

2対回目のデータに 2方向目の望遠鏡正、反の 2行がない場合など。 

器械点名が入力されていません。 器械点情報に器械点名が入力されていない場合。 

視準点名が入力されていません。 ［視準点］セルに点名が入力されていない場合。 

偏心点で基点を後視しているか、 

器械点と後視点が同じです。 

偏心観測において本点を後視している、もしくは器械点名と後視点名が同じ場合。 

後視に相当する行（2方向なら１、４、５、８行）で視準点名が全て器械点名と同じ 

場合。 
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器械点情報の対回数、方向数を視準データに合わせる 5-2 
視準点データを挿入、削除、［データ編集］グループ－［手簿］－［分割］［合成］で、器械点の分割、合成などを 
行い、対回数、方向数が合わなくなったときは、［データ編集］グループ－［器械点対回情報作成］で、器械点情報の 
対回数、方向数を、視準データの測点名から判断して、自動的に設定し直します。 

［データ編集］グループ－ 
［器械点対回情報作成］をクリック 

します。 
 
 
［OK］をクリックします。 

■視準データ → 器械点情報 

2 

1 

■例）単回で 7方向観測した視準データの、4方向目を削除した場合 

器械点の［行数］（方向数）は、削除前の７のまま 
 

4方向目を削除 
 

器械点の［行数］（方向数）が設定されます。 
視準データの［方向］の順番が合わない場合 
には、次ページの「視準データの対回、方向、望遠
鏡を器械点情報に合わせる」を参照してください。 
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視準データの対回、方向、望遠鏡を器械点情報に合わせる 5-3 
視準点データを挿入、削除、［データ編集］グループ－［手簿］－［分割］［合成］で、器械点の分割、合成などを 
行い、対回数、方向数が合わなくなったときは、［データ編集］グループ－［視準点対回情報作成］で、視準データの 
［対回］［方向］［望遠鏡］を、器械点情報の対回数、方向数から判断して、自動的に設定し直します。 

［データ編集］グループ－ 
［視準点対回情報作成］をクリック 

します。 
 
 
［OK］をクリックします。 

■器械点情報 → 視準データ 

2 

1 

■例）単回で 7方向観測した視準データの、4方向目を削除して、［器械点対回情報作成］を実行 

4方向目を削除 
 

視準データの［方向］の順番が設定されます。 
 

［器械点対回情報作成］を実行し、器械点の 
［行数］を視準データに合わせて設定したが、 
視準データの［方向］の順番が合っていない 
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［計算書の作成］ダイアログの［プレビュー選択］で、計算書をプレビュー表示して確認できます。 

トラバース計算の補足を確認しましょう。 

トラバース計算 

計算書をプレビュー表示する 6-1 

6 

［プレビュー選択］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 計算書グループを選択します。 
 

 計算書タイプを選択します。 
 

 プレビュー表示された計算書を 
確認します。 
 

1 

3 

4 
2 
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作成した計算書の文字を一括で置き換える 6-2 

 
複数ページにまたがる計算書に配置された文字を、一括で置き換えることができます。 

［計算書］タブ－ ［ページ通し］－ 
［文字の置換］をクリックします。 

 
 
 
 
 
メッセージを確認して 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 

 置き換える文字（ここでは日付）を 
クリックします。 
 
 
 
 
 
 
 

 置換後の文字列を入力して、 
［OK］をクリックします。 

 
 
メッセージを確認して 
［はい］をクリックします。 

 

3 

1 

2 

4 

6 

5 

7 

選択した文字列と、位置と文字列が一致する 
文字要素が、置き換えられます。 
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計算書を Excel データに変換する 6-3 
［計算書］タブ－［入出力］グループ－［EXCEL］－［EXCEL書込み］で、計算書を Excel データに変換して 
出力します。 
Microsoft Office Excel（Microsoft Excel）がインストールされている必要があります。 

［計算書］タブ－ ［EXCEL］－ 

［EXCEL書込み］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 出力範囲を指定して、 
［OK］をクリックします。 

 

1 

2 

3 

4 

Excel が起動して、 
計算書が出力されます。 
 

■注意 
以下のような、制限があります。 
●計算書 1 ページが 1シートになります。 
●イメージ図は出力しません。 
●上付き数字は、変換できない場合があり 
ます。 
●線上に文字列が重なっている場合は、 
その文字列を取得できません。 
●傾きを持った線が指定範囲内にある場合、 
表の形状や表の罫線として、線を取得でき 
ない場合があります。 
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［建物（一棟）］ステージ、もしくは［所在］ステージ－［背景表示］グループ－［外部ファイル］－［DXF取込み］で 
DXF・DWG形式のデータを取り込み、建物形状や敷地形状入力時に利用することができます。 
操作例では、［所在］ステージ－［背景表示］グループ－［外部ファイル］－［DXF取込み］で DXF データを取り込み 
ます。 

各階平面図の補足を確認しましょう。 

［DXF取込み］について 7-1 

7 
 
各階平面図 

［所在］タブ－ ［外部ファイル］－ 
［DXF取込み］をクリックします。 

 
 
 
 

 読み込むファイルを選択します。 
サンプルデータを利用する場合には 
「FcApp\Mercury-ONE\Sample\ 
Txt」フォルダー内の 
「サンプル公図 DXF.dxf」を選択します。 
 
 
［開く］をクリックします。 

 
 
 
 

 配置方法、配置基準点、点データ変換 
などを設定します。 
 
 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 

1 

2 

3 

4 

5 

6 
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 基準点を指定して、 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［設定値］に補正倍率を入力します。 

ここでは図面の縮尺が 1/250 であると仮定し 
「0.25」と入力します。 
 

 配置位置をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 

7 

8 

9 

10 
 

11 
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［建物（一棟）］ステージ、もしくは［所在］ステージ－［背景表示］グループ－［外部ファイル］－［JWC取込み］ 
で、JWC・JWW形式のデータを取り込み、建物形状や敷地形状入力時に利用することができます。 
操作例では、［所在］ステージ－［背景表示］グループ－［外部ファイル］－［JWC取込み］で JWC データを取り込み 
ます。 

［JWC取込み］について 7-2 

［所在］タブ－ ［外部ファイル］－ 
［JWC取込み］をクリックします。 

 
 
 
 

 読み込むファイルを選択します。 
サンプルデータを利用する場合には 
「FcApp\Mercury-ONE\Sample\ 
Txt」フォルダー内の 
「サンプル公図 JWC.jwc」を選択します。 
 
 
［開く］をクリックします。 

 
 
 
 

 配置条件を設定します。 
ここでは図面の縮尺が 1/250 であると仮定し 
［図面サイズ］－［倍率入力］に「0.25」と 
入力します。 
 
 
 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 

1 

2 

3 

4 

5 

6 
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 配置位置をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［OK］をクリックします。 

7 

8 
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寸法線を 1辺 1距離で追加する 7-3 
［建物（一棟）］ステージ、もしくは［所在］ステージ－［汎用作図］グループ－［寸法］－［追加］の［１対の辺］ 
で、寸法線を１辺１距離で追加できます。 
操作例では、［所在］ステージ－［寸法］－［追加］の［１対の辺］で寸法線を追加します。 

［所在］タブ－ 
［寸法］－ ［追加］をクリック 

します。 
 
 
 
［入力方法］で［１対の辺］を選択 

します。 
 
 
 
 
 
 

 建物の辺  距離の方向 
 対象となる建物や敷地の辺をクリック 

します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

4 

3 

2 

6 
5 
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寸法線を２点 4距離で追加する 7-4 
［建物（一棟）］ステージ、もしくは［所在］ステージ－［汎用作図］グループ－［寸法］－［追加］の 
［２点 4距離］で、寸法線を２点４距離で追加できます。 
操作例では、［所在］ステージ－［寸法］－［追加］の［２点４距離］で寸法線を追加します。 

［所在］タブ－ 
［寸法］－ ［追加］をクリック 

します。 
 
 
 
［入力方法］で［２点４距離］を選択 

します。 
 
 
 
 
 
 
基準となる 2点を 、  と順にクリック 
します。 
 
 
配置点 2点を 、  と順にクリック 
します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

4 

3 

2 

6 

5 

7 
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寸法線を３辺 3距離で追加する 7-5 
［建物（一棟）］ステージ、もしくは［所在］ステージ－［汎用作図］グループ－［寸法］－［追加］の 
［３辺 3距離］で、寸法線を３辺３距離で追加できます。 
操作例では、［所在］ステージ－［寸法］－［追加］の［３辺 3距離］で寸法線を追加します。 

［所在］タブ－ 
［寸法］－ ［追加］をクリック 

します。 
 
 
 
［入力方法］で［３辺 3距離］を選択 

します。 
 
 
 
 
 
 
1 つ目の  建物の辺、  方向、 

 対象となる建物や敷地の辺をクリック 
します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 つ目の  建物の辺、  方向、 

 対象となる建物や敷地の辺をクリック 
します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

5 

3 

2 

4 6 

8 
7 9 
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3 つ目の  建物の辺、  方向、 
 対象となる建物や敷地の辺をクリック 

します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 

11 

12 
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2点 3距離で建物を配置する 7-6 
２点３距離しか測れなかったときは、［建物（一棟）］ステージ、もしくは［所在］ステージ－［汎用作図］グループ－ 
［補助］の［２円の交点］で補助点を入力して配置することができます。 
操作例では、［所在］ステージ－［補助］－［２円の交点］で補助点を入力して、 
［所在］ステージ－［建物配置］の［１点１方向］で建物を配置します。 
 

［所在］タブ－ 
［補助］－ ［２円の交点］をクリック 

します。 
 
 
 
 
 
 
 

 敷地の１点目をクリックします。 
 

 敷地の２点からの距離がわかっている 
附属建物の点をクリックします。 
 

 敷地の２点目をクリックします。 
 

 敷地の２点からの距離がわかっている 
附属建物の点をクリックします。 
 
［半径1］に敷地の１点目と附属建物の 

点の距離（ここでは「10.00ｍ」）、 
［半径 2］に敷地の 2点目と附属建物の 
点の距離（ここでは「15.00ｍ」）を入力 
します。 
［OK］をクリックします。 

 
 
 

1 

4 

2 

3 

5 

6 

7 

8 
２円の交点に補助点
が入力されます。 
 

■２円の交点に補助点を入力する 
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 敷地の 2点目をクリックします。 
 

 敷地の２点目からの距離がわかっている 
附属建物の点をクリックします。 
 

 ～  の操作で求めた２円の交点の 
附属建物に近いほうの点をクリックします。 
 

 敷地の２点目からの距離がわかっている 
附属建物の点をクリックします。 
 
［半径1］に敷地の2点目と附属建物の 

点の距離（ここでは「9.50ｍ」）、 
［半径 2］に附属建物の縦方向の長さ 
（ここでは「7.50ｍ」）を入力します。 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 

２円の交点に補助点
が入力されます。 
 

9 

12 

11 

10 

■１点１方向で建物を配置する 

［所在］タブ－ 
［建物配置］をクリックします。 

 
 
 

 配置を行う建物（ここでは附属建物）を 
選択して ［OK］をクリックします。 

1 

2 

3 

13 

14 
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［１点 1方向］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 移動元の基準点をクリックします。 
 

 移動元の方向をクリックします。 
 
 
 
 
 
 

 移動先の基準点をクリックします。 
 

 移動先の方向をクリックします。 
 
 

5 

6 

7 

4 

8 
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各階平面図を手動で配置する 7-7 
［各階平面図］の［配置方法］で「手動」を選択すると、手動で各階平面図を配置できます。 

［配置方法］で「手動」を選択します。 
 
 
 

 配置条件を設定します。 
 
 
 
［作成］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 所在図の基準点をクリックします。 
 

 方位マークの基準点をクリックします。 
 

 主である建物１階の階名、  平面図 
 求積表の基準点をクリックします。 

 
 主である建物 2階の階名、  平面図 
 求積表の基準点をクリックします。 

 
複数ページにまたがる場合は、 
［ページタブバー］で ［ページ：追加］ 
をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 

6 5 

1 

2 

4 

7 

8 

9 

10 

11 

12 
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 附属建物 1階の階名、  平面図 
 求積表の基準点をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

14 15 

13 
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図面の配置方法について解説します。 

CADの補足を確認しましょう。 

配置方法について 8-1 

8 
 

CAD 

［用紙割付］タブ－［配置方法］－ 
［CAD指定（標準）］を選択します。 

 
［ページ配置］をクリックします。 

 
 用紙の配置位置をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
配置状態をプレビューで確認して、 
［作成］をクリックします。 

 

2 

3 

■CAD指定（標準） 

■CAD指定（原点傾き） 

1 

配置状態のプレビューが表示され［CAD 調整］で
配置位置や回転角の調整ができます。 
配置位置を数値で調整する場合は、［回転角］
［原点 X］［原点 Y］に数値を入力します。 

4 

［用紙割付］タブ－［配置方法］－ 
［CAD指定（原点傾き）］を選択 

します。 
 

 配置の基準となる用紙の原点、方向、 
基準枠を選択します。 
 
［ページ配置］をクリックします。 

 
 用紙の配置原点と傾きをクリックします。 

 
 
配置状態をプレビューで確認して、 
［作成］をクリックします。 

 

3 

4 
1 

5 

2 

用紙の中心位置を指定して配置します。 

用紙の原点と方向、基準枠を指定して配置
します。 



8 CAD 

46 

3 

4 

■CAD指定（2点方向） 

1 

5 

［用紙割付］タブ－［配置方法］－ 
［CAD指定（2点方向）］を選択 

します。 
 

 傾きを指定する方向を選択します。 
 
［ページ配置］をクリックします。 

 
 用紙の傾きをクリックします。 

 
 用紙の中心をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
配置状態をプレビューで確認して、 
［作成］をクリックします。 

 

3 

5 

1 

6 

2 

■CAD指定（0度固定） 

［用紙割付］タブ－［配置方法］－ 
［CAD指定（0度固定）］を選択 

します。 
 

 配置の基準となる用紙の原点、基準枠を
選択します。 
 
［ページ配置］をクリックします。 

 
 用紙の配置原点をクリックします。 

 
 
 
配置状態をプレビューで確認して、 
［作成］をクリックします。 

 

用紙の傾きを指定した後、用紙中心を指定
して配置します。 

用紙の原点と基準枠を指定して配置します。 

2 

4 
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■CAD指定（手入力） 
1 

［縮尺］が未入力の場合は、［回転角］を入力
すると［縮尺］が自動設定されます。 
［原点 X］［原点 Y］が未入力の場合は、 
［回転角］と［縮尺］を入力すると［原点 X］
［原点 Y］が自動設定されます。必要に応じて訂
正してください。 

4 

用紙の回転角、縮尺、原点座標（X、Y）を
数値入力して配置します。 

［用紙割付］タブ－［配置方法］－ 
［回転角・原点・自動計算］を選択 

します。 
 
［ページ配置］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
配置状態をプレビューで確認して、 
［作成］をクリックします。 

 

2 

1 

用紙の中心に配置します。 
基本的に 0 度で配置し、用紙に収まらない場合は
収まる角度に自動的に回転をかけます。 

3 

用紙の中心位置を指定して配置します。 

2 

3 

［用紙割付］タブ－［配置方法］－ 
［手入力］を選択します。 

 
 回転角、縮尺、原点座標を入力します。 

ここでは、回転角：330 
縮 尺：250 
X座標：25171.150 
Y座標：65523.526 

と入力します。 
 
［ページ配置］をクリックします。 

 
 
 
 
配置状態をプレビューで確認して、 
［作成］をクリックします。 

 

■回転角・原点・自動計算 
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■既存レベルより取得について 
［既存レベルより取得］は、用紙タイプや縮尺、原点、回転角などの用紙割付情報を、既存の図面から取得して設定します。 
合成する図面を開いた状態で配置コマンドを実行します。プロット図と合成するときは、先にプロット図を作成し、その図面を開いた 
状態で配置コマンドを実行します。 
 
【例：プロット図に合成する場合】 

■既存レベルより取得 
1 

既存の図面に合成するため、［CAD 調整］は
できません。 

4 

既存の図面に合成して配置します。 

2 

3 

［用紙割付］タブ－［配置方法］－ 
［既存レベルより取得］を選択します。 

 
 合成する［レベル］を選択します。 

 
［ページ配置］をクリックします。 

 
 
 
 
 
配置状態をプレビューで確認して、 
［作成］をクリックします。 

 

プロット図のページ 
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■CAD指定（複数定列） 

［用紙割付］タブ－［配置方法］－ 
［複数定列］を選択します。 

 
 回転角、メッシュ X、メッシュ Y、用紙の重

なりを入力します。 
 
［ページ配置］をクリックします。 

 
 
表示される用紙群から、使用する用紙を作成
順に指定します。 

 用紙内を順にクリックします。 
 
 
 

 右クリックして、ポップアップメニューの 
［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
配置状態をプレビューで確認して、 
［作成］をクリックします。 

 

3 

5 

1 

6 

2 

複数用紙を方眼状に自動割り付けし、作成 
順序を指定して複数ページを一括配置します。 

4 

［回転角］にメッシュ原点を中心とした複数用紙
全体の傾きを入力します。 
［メッシュ X］［メッシュ Y］に複数用紙全体の配
置基準位置（用紙左下）の座標を入力します。 
［用紙の重なり］に用紙ごとに途切れる部分を作
図する領域を入力します。 

割り付けした複数ページが追加されます。 
クリックして、各ページを確認することができます。 
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［設定］－［用紙設定］で、地積測量図の用紙サイズ、用紙枠のタイトルを設定します。 
用紙サイズを合わせることで、申請文字（［専用作図－図枠表題－申請文字］）で配置する位置を正確に指定できます。 
地積測量図を配置後に用紙を変更した場合は、地積枠（［専用作図－図枠表題－地積枠］）を再配置してください。 
 

地積用紙・枠のタイトルについて 8-2 

［設定］タブ－ ［用紙設定］を 
クリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ［地積用紙］タブを選択します。 
 
 
左のイメージ図を確認して、 

 各サイズを入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［OK］をクリックします。 

 
 

1 

画面下のステータスバーに表示される用紙サイズを 
ダブルクリックすることでも［用紙設定］が開きます。 

2 
3 
 

［枠線設定］では、選択した枠線ごとにペン No 
（太さ）を設定することができます。 

4 

［書込み］で設定した用紙を保存す
ることができます。 

■地積用紙の設定 
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1 

■タイトル枠の設定 

用紙設定ウィンドウ－ ［タイトル設定］を
クリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
下のイメージ図を確認して、 

 タイトル文字、配置位置、ペン、文字の 
サイズなどを設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
［OK］をクリックします。 

2 

3 

［書込み］で［タイトル設定］の内容を
保存することができます。 

4 4 

［タイトル文字］ 
配置する文字を入力・変更します。 
空欄にすると配置しません。 
［X座標］［Y座標］ 
用紙左下を基準（0、0）として配置位置を
設定します。 
［縦横］ 
配置する文字を「縦書き」・「横書き」にするか
をダブルクリックで選択します。 
［取消線］ 
ダブルクリックして「有」にすると、配置する文
字上に２本線を引きます。 

申請文字の入力や位置について： 
【調査士編】P.179参照 
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分属配置について 8-3 
［地積図配置］の［分属］で、分属配置することができます。 

分属する地番を入力して ［分属］を 
クリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［分属線入力］をクリックします。 

 
 

 分属線を入力する測点をクリックします。 

 
 右クリックして、ポップアップメニューの 

［OK］をクリックします。 
 
 

 続けて、2本目の分属線を入力します。 
 
 

 右クリックして、ポップアップメニューの 
［OK］をクリックします。 
 
 
［一括配置］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 

1 

3 
4 

分属線が赤で入力され、分属順が
設定されます。 

6 

5 

7 
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イメージ図を確認して、  ［配置・位置］を 
設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全体図を用紙の右側に配置します。 
［全体図位置］－「部分図位置の逆」を

選択します 
 
分属図の重なりを設定します。 
［重なり］に「10」と入力します。 

 
［適用］をクリックします。 

 
 
 
更新されたイメージ図を確認して、 
［作成］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 

設定した部分図、全体図、求積表が各
ページに配置されます。 

8 

全体図などが用紙からはみ出してい
る場合は、［縮尺・回転角］で設
定します。 

9 

10 

12 

重なりを 10mm に設定 

求積表の分割配置について： 
【調査士編】P.98参照 
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座標地番の編集について 8-4 

 
座標地番の編集の操作について解説します。 
① CAD で地番の形状を変更する 
② CAD で分筆する 
③ CAD で合筆する 

［専用作図］タブ－ ［座標地番登録］ 
－ ［座標地番編集］をクリックします。 
 
 
 
 
 
用紙系のレベルが選択されている場合や 
用紙系以外のレベルが複数ある場合は 

 登録済みの座標地番を表示するレベル 
を選択して、 ［OK］をクリックします。 
（上記に該当しない場合には表示され 
ません） 
 
 
 
 
 

 ［形状］をクリックします。 
 

 形状を変更する地番をクリックします。 

4 

1 

2 

3 

■① CAD で地番の形状を変更する 
［専用作図］タブ－［測量］グループ－［座標地番登録］－［座標地番編集］で、地番の形状を変更します。 
ここでは、測量図の地番を変更する操作を解説します。 
 

6 

5 

［表示設定］の［座標データを表示］ 
［地番データを表示］オンで解説しています。 
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ここでは、構成点を追加するので、 
 構成点を追加する辺をクリックします。 

 
 追加する構成点をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［登録］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［OK］をクリックします。 

 

9 

10 

7 

8 
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配置している測量図を、編集した内容で 
再配置します。 
［更新して終了］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［はい］をクリックします。 

 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
［作成］をクリックします。 

 

9 

11 

12 

13 

14 

今回編集を行った地番のみ［作成］
に「○」が表示され、再配置されます。 
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 修正方法を選択して 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 表を再配置します。 
 

15 

16 

17 
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［分筆］をクリックします。 
 
［分筆線を指定］をクリックします。 

 
 分筆元の地番をクリックします 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 分筆線と地番の交点を登録する 
登録点 No、登録点名を設定します。 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 分筆先の地番の情報を設定して、 
［地番登録］をクリックします。 

 
 

■② CAD で分筆する 
［専用作図］タブ－［測量］グループ－［座標地番登録］－［座標地番編集］で、分筆する操作を解説します。 

3 

1 

2 

4 

5 

6 

7 
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■③ CAD で合筆する 
［専用作図］タブ－［測量］グループ－［座標地番登録］－［座標地番編集］で、合筆する操作を解説します。 

［合筆］をクリックします。 
 
 
合筆する地番を 、  と順にクリック 
します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
合筆する地番の選択を終了したら、 
右クリックしてポップアップメニューから 
［OK］をクリックします。 

 
 

 合筆先の地番の情報を設定して、 
［地番登録］をクリックします。 

 
 

2 

1 

5 

6 

3 

4 
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ONE では、用紙上に直接図面を描きますが、Auto-CAD では「モデル空間」という場所に実寸で図面を入力します。 
実寸で、そのまま印刷すると、巨大な用紙が必要となりますので、出力時に縮小して印刷します。 
ただし、この方法ではすべてが同じ縮尺になってしまいます。 
用紙上にのぞき穴（ビューポート）を配置し、「モデル空間」上の構造物などを任意の縮尺で呼び出すことができます。 
この穴は、複数用意できますので、1/10 や 1/20 など複数の縮尺を混在させて印刷できます。 
この空間のことを「レイアウト空間（ペーパー空間）」と呼びます。 
ここでは、以下のよくある図面パターンの読み込みを解説します。 
① モデル空間を読み込む 
② レイアウト空間を読み込む 
③ 不要なデータがある場合 
④ 複数図面がある場合 
⑤ 縮尺が不明な場合 

DXF・DWGの図面読み込み時の Q&A 8-5 

［変換設定］をクリックします。 
 

■① モデル空間を読み込む 
［ファイル］－［外部ファイル読込み］－［DXF・DWG］で図面を開き、［図面配置設定］へ進みます。 
ここでは、解説用に「FcApp\Mercury-ONE\Sample\Txt」フォルダー内に「①モデル空間を読み込む.dwg」を 
用意しています。 
 

1 
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［点要素に変換］を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［レイヤ変換］タブをクリックします。 

 
［個別指定］を選択して、 
［作業レイヤの名称を上書き］の 

チェックをオンにします。 
 
 
 
 
 
 
 
［線種変換］タブをクリックします。 

 
［個別指定］を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
［ペン変換］タブをクリックします。 

 
［線幅］を選択して、 
［OK］をクリックします。 

 
 

2 

3 

4 5 

6 

7 

8 

9 

10 
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［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
［用紙］を「A1（横）」に設定します。 

 
 自動計算された［CAD の縮尺］を 

確認します。 
 

 「単独配置」を選択して［配置方法］で 
「1点配置」、［配置基準点］で「任意点」 
を選択します。 
 

 基準点をクリックします。 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 

 用紙の左下角に合わせてクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［OK］をクリックします。 

 

11 

12 
13 

14 

15 

16 
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［変換設定］で、読み込み時の設定を 
行います。 
読み込み時の設定については、 
「① モデル空間を読み込む」（P.60）を 
参照してください。 
 

 モデル空間とレイアウト空間の、どちらを 
読み込みたいかを確認します。 
（「モデル空間｣または｢Layout1｣を 
クリックします。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
レイアウト空間（Layout1）を選択して、 

 用紙を設定します。 
ここでは「A1（横）」にします。 
 
 

 自動計算された［CAD の縮尺］を 
確認します。 
 

 「単独配置」を選択して［配置方法］で 
「1点配置」、［配置基準点］で「任意点」 
を選択します。 
 
 

 基準点をクリックします。 
 
［OK］をクリックします。 

 

■② レイアウト空間を読み込む 
［ファイル］－［外部ファイル読込み］－［DXF・DWG］で図面を開き、［図面配置設定］へ進みます。 
ここでは、解説用に「FcApp\Mercury-ONE\Sample\Txt」フォルダー内に「②レイアウト空間を読み込む.dwg」を 
用意しています。 
 

1 

2 

5 

4 
3 

6 

7 

※用紙に収まるCADの縮尺が自動計算されます。
［元ファイルの縮尺］：1/1、［CAD の縮尺］：
1/1 となるので、この図面はレイアウト空間で A1
（横）の用紙サイズで描かれた図面ということに 
なります。 
 

●モデル空間・実寸 
実際の大きさ（実寸）で図面を描く空間で 
縮尺の概念がありません。 
●レイアウト空間・用紙サイズ 
モデル空間で描かれた図面を、ビューポートと 
いう縮尺にはめ込んで配置したものです。 
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 用紙枠の左下角に合わせてクリック 
します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［OK］をクリックします。 

8 

9 

■③ 不要なデータがある場合 
［ファイル］－［外部ファイル読込み］－［DXF・DWG］で図面を開き、［図面配置設定］へ進みます。 
ここでは、解説用に「FcApp\Mercury-ONE\Sample\Txt」フォルダー内に「③不要なデータがある場合.dwg」を 
用意しています。 
 

1 

2 ［変換設定］で、読み込み時の設定を 
行います。 
読み込み時の設定については、 
「① モデル空間を読み込む」（P.60）を 
参照してください。 
 
［読込範囲］をクリックします。 

 
読み込む図面の範囲を、  左上、 

 右下の順にクリックします。 

4 

3 
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 用紙を設定します。 
ここでは「A1（横）」にします。 
 
 

 自動計算された［CAD の縮尺］を 
確認します。 
 

 「単独配置」を選択して［配置方法］で 
「1点配置」、［配置基準点］で「任意点」 
を選択します。 
 
 

 基準点をクリックします。 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 

 用紙枠の左下角に合わせてクリック 
します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［OK］をクリックします。 

 

7 

6 
5 

8 

9 

※用紙に収まるCADの縮尺が自動計算されます。
［元ファイルの縮尺］：1/1、［CAD の縮尺］：
1/1 となるので、この図面はレイアウト空間で A1
（横）の用紙サイズで描かれた図面ということに 
なります。 
 

［読込み範囲］で指定した 
モデル空間（部）が追加 
されます。 
 

11 

10 
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［変換設定］で、読み込み時の設定を 
行います。 
読み込み時の設定については、 
「① モデル空間を読み込む」（P.60）を 
参照してください。 
 
［読込範囲］をクリックします。 

 
1 つ目の図面の範囲を、  左上、  右下 
の順にクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 用紙を設定します。 
ここでは「A1（横）」にします。 
 
 

 自動計算された［CAD の縮尺］を 
確認します。 

■④ 複数図面がある場合 
［ファイル］－［外部ファイル読込み］－［DXF・DWG］で図面を開き、［図面配置設定］へ進みます。 
ここでは、解説用に「FcApp\Mercury-ONE\Sample\Txt」フォルダー内に「④複数図面がある場合.dwg」を 
用意しています。 
 

1 

2 

4 

3 

6 
5 

※用紙に収まるCADの縮尺が自動計算されます。
［元ファイルの縮尺］：1/1、［CAD の縮尺］：
1/1 となるので、この図面はレイアウト空間で A1
（横）の用紙サイズで描かれた図面ということに 
なります。 
 

［読込み範囲］で指定した 
モデル空間（部）が追加 
されます。 
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［モデル空間］をクリックします。 
 
［読込範囲］をクリックします。 

 
2 つ目の図面の範囲を、  左上、  右下 
の順にクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 用紙を設定します。 
ここでは「A1（横）」にします。 
 
 

 自動計算された［CAD の縮尺］を 
確認します。 

8 

9 

10 

7 

12 
11 
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 「一括自動配置」を選択して、 
［縮尺原点］で「データ左下」を選択します。 
 
 

 配置する図面のチェックをオンにします。 
 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

16 

13 

14 

15 

指定した 1 つ目の図面と 
2 つ目の図面が自動配置 
されます。 
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［変換設定］で、読み込み時の設定を 
行います。 
読み込み時の設定については、 
「① モデル空間を読み込む」（P.60）を 
参照してください。 
 

 用紙を設定します。 
ここでは「A1（横）」にします。 
 

 距離がわかる部分を拡大表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［縮尺計測］のアイコンをクリックします。 

 
距離がわかる部分の 

 1点目、  2点目を順にクリックします。 
 
 
 
 
 
［表示距離］に計測した距離 

（ここでは「2797」）を入力して、 
［OK］をクリックします。 

 

■⑤ 縮尺が不明な場合 
［ファイル］－［外部ファイル読込み］－［DXF・DWG］で図面を開き、［図面配置設定］へ進みます。 
ここでは、図面から計測ツールで確認して取り込みます。 
ここでは、解説用に「FcApp\Mercury-ONE\Sample\Txt」フォルダー内に「⑤縮尺が不明な場合.dwg」を 
用意しています。 
 

1 

4 

2 

6 

3 

拡大表示 

5 

7 

8 
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［元ファイルの縮尺］［CAD の縮尺］を 
確認します。 
 

 「単独配置」を選択して［配置方法］で 
「1点配置」、［配置基準点］で「任意点」 
を選択します。 
 

 基準点をクリックします。 
 
［OK］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 

 用紙の左下角に合わせてクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［OK］をクリックします。 
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